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伊豆の国市建設業協会
会長　土屋龍太郎 さん

　

地
域
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
独
自
の
発
想
に
よ
り
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
活
動
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」。

　

今
年
、
全
国
２
７
１
団
体
か
ら
の
応
募
の
う
ち
、
20
団
体
に
贈
ら
れ
た「
振

興
奨
励
賞
」に
市
内
の
２
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

公
益
財
団
法
人
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
・
読
売
新
聞
本
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催

問  

保
健
福
祉
・
こ
ど
も
・
子
育
て

相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
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７
６
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０

【
受
賞
団
体
①
】

伊
豆
の
国
市
建
設
業
協
会

　社会が必要とするサービスを提供してこそ、事業が成
り立ちます。『助け合いながら、心豊かに暮らす』ために
必要なサービスとは何かが分かれば、事業者が持つ経営
資源（人・物・情報）を、どう生かすかが見えてきます。
　ベンチプロジェクトが、より多くの地域事業者が行動
を起こす引き金になれば幸いです。

エッセンシャルワーカーの一翼を担う建設業として
これからも地域を支えていく―。

　

市
建
設
業
協
会

は
、
ベ
ン
チ
を
通
し

て
地
域
交
流
や
異
世

代
、
多
業
種
間
の
交

流
を
生
み
出
す『
ベ

ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』で
、
平
成
28
年
当
初
か
ら
強
力
な
推

進
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ベ
ン
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
76
箇
所
の
う
ち
、
市
建
設

業
協
会
が
製
作
し
た
ベ
ン
チ
は
40
箇
所
、
59
基
に
及
ん
で
い

ま
す
。（
令
和
３
年
12
月
10
日
時
点
）

　

ど
れ
も
、
地
域
へ
の
想
い
の
詰
ま
っ
た
、
温
か
み
の
あ
る

ベ
ン
チ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲ 設置前の最終確認
を行う様子。
　職人技と地域への
　想いが光ります。

　

ベ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
製

作
さ
れ
た
ベ
ン
チ
に
は
、
多
く

の
人
た
ち
の
想
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

製
作
側
は
、
地
域
の
人
々
が

座
り
や
す
い
よ
う
に
、
高
さ
や

座
面
の
な
め
ら
か
さ
、
水
は
け
の
よ
さ
、
立
ち
上

が
り
の
し
や
す
さ
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ベ
ン
チ
の
製
作
に
は
、
市
建
設
業
協
会
か
ら
輪

が
広
が
り
、
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
卒

業
制
作
、明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会
や
大
工
組
合
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
伊
豆
の
森
林
を
守
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
さ
れ
た
場
所
で
は
、
ベ
ン
チ
の
周

り
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
壇
が
置
か
れ
た
り
、
座

面
に
手
作
り
の
座
布
団
が
敷
か
れ
た
り
す
る
な

ど
、
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
や
す

く
な
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
地
域
の
見
守
り
の
目
が
生
ま
れ
、ベ
ン
チ
は「
誰

が
、
い
つ
行
っ
て
も
い
い
自
由
な
ふ
れ
あ
い
の
空

間
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
こ
に
座
る
だ
け
で
地
域
と
繋
が
っ
て

い
ら
れ
る
気
持
ち
に
な
る
―
。
そ
ん
な
温
か
い
ベ

ン
チ
に
、
ぜ
ひ
腰
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
受
賞
団
体
②
】

千
代
田
区
見
守
り
隊

　

千
代
田
区
見
守
り
隊
は
、
地
区
内
の
小
学

生
の
登
下
校
を
見
守
る
た
め
、
平
成
22
年
９

月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率（
千
代
田
区
は
49
・
４
％
：
令

和
３
年
４
月
１
日
時
点
）が
年
々
上
昇
す
る

中
、
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
や
地
域
の
見
守

り
の
た
め
、
平
成
29
年
５
月
か
ら「
笑
顔
の

食
材
市
」を
開
始
。
こ
の
取
り
組
み
の
趣
旨

に
賛
同
し
た
地
場
産
品
を
扱
う
地
元
事
業
所

の
協
力
の
も
と
、
毎
週
火
曜
日
11
時
か
ら
千

代
田
団
地
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
よ

う
、
公
園
内
の
清
掃
や
、
折
り
畳
み
式
の
机

を
み
ん
な
で
作
成
し
た
り
、
ベ
ン
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
伊
豆
総
合
高
校
よ
り
寄
贈
が

あ
っ
た
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
を
定
期
的
に
磨

く
な
ど
、
自
発
的
な
活
動
を
通
じ
て
、
自
分

自
身
へ
の
や
り
が
い
や
生
き
が
い
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

食
材
市
で
は
、
開
始
前
に
区
内
放
送
で
、

当
日
の
商
品
の
紹
介
を
し
た
り
、
閉
じ
こ
も

り
が
ち
な
高
齢
者
に
声
を
掛
け
て
公
園
ま
で

一
緒
に
歩
い
た
り
、
重
た
い
荷
物
を
自
宅
ま

で
運
ぶ
な
ど
、
地
域
の
中
で
の
声
掛
け
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
人
が
足
を
運
び
、
地
域
の

人
々
が
日
々
の
成
長
の
様
子
を
温
か
く
見
守

る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
ご
ぼ
う
で
何
を
作
る
？
」「
大
き
な

カ
ボ
チ
ャ
は
ど
ん
な
料
理
に
し
た
ら
い
い
か

な
？
」「
こ
の
間
、
こ
の
焼
き
そ
ば
が
お
い

し
か
っ
た
よ
」「
久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
た
け

ど
、
元
気
だ
っ
た
か
い
？
」
な
ど
、
青
空
の

下
、
笑
顔
の
花
が
咲
き
、
会
話
を
通
し
た
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

合
言
葉
は
、『
軍
手
と
や
る
気
を
も
っ
て

き
て
―
』

　

千
代
田
区
見
守
り
隊
の
活
動
は
さ
ら
に
進

化
し
て
お
り
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
、

剪
定
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
自
主
的
な
活
動

が
増
え
て
い
ま
す
。

▲ 「大きくなったねぇ～。」
　   「ここのお野菜で離乳食
を食べるようになりまし
たー！」

　  などの会話が弾みます。

千代田区見守り隊
代表　横山四郎 さん

　長年の地道な「見守り活動」受賞の礎を築いてくださっ
た、諸先輩方々に感謝します。
　見守り隊会員 24 名それぞれが、「無理のない」活動参
加によって、末永く受賞に恥じない、あしたのまち・く
らしづくり活動を行います。

笑顔と元気な千代田をモットーに
見守り隊員みんな「行動あるのみ！」


